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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
・小林　肖子様～西病棟A46号室へ

【転室】
・川村　貞子様～Aユニット15号→Bユニット1号

・泉川　ケイ子様～Bユニット1号→Aユニット15号

＜患者様連絡事項＞
・利波　吉信様～介護認定調査実施。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中は自室内で過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。他者トラブルや飲水行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・井上　哲也様～終日隔離中。10時～16時観察開放の指示あり。不穏興奮無く過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。拒食、拒薬なく落ち着いている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜金Dr診察＞
・処方変更や指示追加などはなし。

＜村上Dr診察＞
・中村　征美様～心理検査後西病棟転出許可あり。

・利波　吉信様～身体状況安定次第、南病棟へ転出許可あり。

・荒木　哲雄様～南病棟転出許可あり。

＜入院患者情報＞
　氏　　名：大木　暁美（おおき　あけみ）様
　生年月日：昭和25年1月4日(85歳)
　病　　名：アルツハイマー認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　3年程前大里脳神経クリニックにてアルツハイマー認知症の診断を受け
　以降同院にて内服加療を行っていた。R7.2月頃に粗暴性が増し長男嫁
　や孫を杖で叩こうとする、本人に了承を得たにも関わらず「お前(長男
　嫁)が勝手にやった」と訴える事があり同院に都度相談しており、同院
　主治医より「必要時には入院できる病院への転医も検討した方がよい」
　と説明を受けていた。その後企図行為(家出すると言ったため長男嫁が
　制止。その際電気のコードを持ち出し首に巻き付ける等)があり、同院
　へ再度相談。入院できる病院を受診した方がいいと説明を受けた。長男
　嫁と長男の意向が伴っておらず、長男嫁は入院治療希望、長男は外来通
　院を希望しており、まずは当院外来通院にて調整を勧めていたが、先月
　末に労災病院へ搬送となり、肺炎と尿路感染症の治療のため入院してい
　た。入院中せん妄が強く、自宅での対応困難な状態で当院へ転入院の相
　談あり。当初外来通院希望であった長男も入院治療を希望されており、
　せん妄症状の改善を希望され当院へ転入院予定となっている。
　　上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。


　日　　時：令和7年5年19日
　氏　　名：上平　ハルエ（かみたい　はるえ）様
　生年月日：昭和23年5月14日(78歳)
　病　　名：認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr（サポート医：柞木田Dr）　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在階上町にて独居生活。生活保護受給。年相応の物忘れはみられるものの生活は
自立であった。令和7年5月4日頃、民生委員より本人の様子がおかしいと次女へ連絡が
あった。自宅へ駆けつけたところ会話は可能であったが、民生委員訪問時には疎通も
[bookmark: _GoBack]不良であった。その後も「誰かが見てる」「虫がいる」等の訴えがあり、2日間程娘の
自宅へ泊ったが、幻視は続き、また、自身の思い通りにならないと壁を叩く等以前と
は違う様子が見受けられていた。その後自宅へ戻るも自室が分からなくなる様子があ
った。自身がどのような状況におかれているかの理解も困難であったことから5月7日
かかりつけ医の平賀クリニック受診し相談。脳梗塞等は考えにくいとし、当院での精
査を薦められた。GW中2日間青森市の長女宅へ泊ったが、自宅に戻ってきても様子がお
かしかったため5月8日より再度長女宅へ泊っている。日内変動あり、状態が悪い時は
「ここにバス停があって…」と妄想状態であり家族の顔も分からない。家族が疲弊して
おり入院希望有り当院初診。診察の結果16:15東病棟Cユニットへ医療保護入院となる
。
